
9 TamuraTamura February.2024February.202499

認証

第５回
田村市ブランド産品
認証書交付式

9
品
目
を
認
証

　
田
村
市
ブ
ラ
ン
ド
産
品
認
証
委
員
会
の
原
田
英
美

委
員
長
（
福
島
大
学
農
学
群
食
農
学
類
教
授
）
か
ら
、

厳
正
な
審
査
の
結
果
報
告
を
受
け
、
第
5
回
ブ
ラ
ン
ド

産
品
を
決
定
し
ま
し
た
。
昨
年
12
月
19
日
、市
役
所
で
、

第
５
回
田
村
市
ブ
ラ
ン
ド
産
品
認
証
書
交
付
式
が
行

わ
れ
、
事
業
者
へ
認
証
書
を
交
付
し
ま
し
た
。

　
認
証
品
は
、
市
が
出
店
す
る
販
売
会
等
に
優
先
的
に

出
品
で
き
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
へ
の
掲
載
、
ブ
ラ
ン
ド
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
使
用
な
ど
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
全
国
に
誇
れ
る
産
品
づ
く
り

を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
産
品
の
認
知
度
向
上
と
普

及
促
進
を
図
り
な
が
ら
、
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

●
産
品
の
認
証　
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目
（
６
事
業
者
）

問
産
業
部 

農
林
課
(
81
‐
２
５
１
１

田
村
市
ブ
ラ
ン
ド

産
品
・
取
扱
店

産
品
・
取
扱
店

認証

このマークが
目印‼

田村の極 産品名

6 乾しいたけ
（カット）

産品の特徴
県内から菌床を仕入れ、
JGAP 認証もされた工程
管理により生産しており
ます。生シイタケ全国品
評会では金賞を受賞した
逸品です。

事業者
ていく
(73-8523

田村の極 産品名

7 仏（フランス）
キクイモ粒

産品の特徴
生産したキク科ひまわり
属の多年草である仏（フ
ランス）キクイモを、加
工まで一貫で行っていま
す。粒は手軽に摂取する
ことができます。

事業者
わくわくあぶくま夢ファーム
(78-3488

田村の極 産品名

8
仏（フランス）
キクイモ
パウダー

産品の特徴
生産したキク科ひまわり
属の多年草である仏（フ
ランス）キクイモを、加
工まで一貫で行っていま
す。パウダーは料理にも
利用可能です。

事業者
わくわくあぶくま夢ファーム
(78-3488

田村の極 産品名

9 天
あ ま ち ゃ

供茶（甘茶）

産品の特徴
ノンカフェイン・ノンカ
ロリーでありながら甘み
を感じられる、市内で生
産された無添加の甘茶で
す。

事業者
甘茶生産者組合縁

ゆかりのかい
乗会

(61-4014

田村の極 産品名

4 やすけソース

産品の特徴
ひれかつサンドにも使わ
れている、お肉などの素
材の味を邪魔しない、飽
きのこないやすけ独自の
ブレンドソースです。

事業者
やすけ
(73-8189

田村の極 産品名

3 ひれかつ
サンド

産品の特徴
柔らかいヒレ肉を使用
し、仕込みにもこだわっ
た「ひれかつサンド」です。

「みやこじオータムフェ
スタ×つながり日和」の

「あぶくまグルメ大賞」３
位に入賞しています。
事業者
やすけ
(73-8189

田村の極 産品名

2 星の雫　蜂蜜
（百花蜜）

産品の特徴
グリーンパーク都路内で
採取した百花蜜（様々な
花から採れた蜜）です。赤
花蕎麦から採取する蜂蜜
はコクがあり、まろやかな
甘さ、特有の香り、さっぱ
りとした旨味が特徴です。
事業者
合同会社Beeグリーンパーク
(080-2660-1578

田村の極 産品名

1 うなおむすび
肝吸いセット

産品の特徴
あぶくま洞の伏流水を利
用して養殖した「福うなぎ」
を使用しています。「ふくし
ま満天堂2021プレミアム
商品」に認定されたうなお
むすびと、肝・肝吸いの
素が同梱された商品です。
事業者
ニューフロンティア株式会社
(61-6657

田村の極 産品名

5 乾しいたけ
（丸）

産品の特徴
県内から菌床を仕入れ、
JGAP 認証もされた工程
管理により生産しており
ます。生シイタケ全国品
評会では金賞を受賞した
逸品です。

事業者
ていく
(73-8523
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自動運転バス実証調査事業の自動運転バス実証調査事業の
実証運行結果のお知らせ実証運行結果のお知らせ

　昨年 12 月 9 日から 22 日までの 14 日間、市船引町で実施した自動運転バス実証調査事業の実証運行結果の一部をお知
らせします。自動運転バスへのご乗車、アンケートへのご協力、安全運行へのご理解・ご協力、ありがとうございました。

<主なアンケート結果>

●乗車人数合計　630 人
●日別平均乗車人数　45 人
●日別乗車率　56％
※便平均、1 便乗車定員
　10 人に対する乗車割合

●回答率　24％（151 人）
●年代別利用者
　① 40 代（27％）② 10 代（16％）③ 20 代・50 代（15％）
●地域別利用者　
　①運行ルート（42％）②運行ルート以外の市内（33％）
●必要性　主要施設へ気軽に行けることへの要望が多い
●無人化　運行体制が整えば無人でも運行を希望

●自動運転比率（自動運転と手動運転の走行距離割合）　95％
●インフラ協調（スマートポール設置地点の自動運転比率）　100％

利用実績の分析・検証に加え、アンケート結果も踏まえ、
運行ルート・運行ダイヤ等を再検討し、6 年度も実証
運行を実施予定です。（国交省補助事業活用）
問総務部 企画調整課(61-7615

詳しい調査
結果はこちら

乗車人数

走行データ

今後の展開

乗車後アンケート

もう一度乗りたいと思いますか？

■乗りたい
■やや乗りたい
■乗りたくない

70％

36％

14％

86％
38％

17％

9％

17％

28％
39％

16％

24％

6％

■ 100 円
■ 200 円
■ 300 円
■ 400 円以上、
　その他

■週 5 回以上
■週 3 〜 4 回
■週 1 〜 2 回
■その他

■感じた
■感じなかった

運賃が必要だと、いくらまでなら利用しますか？

どれくらいの頻度で利用したいと思いますか？

乗車中に危険を感じる場面はありましたか？

利用希望が
94％

200円以上でも
利用希望が50％以上

86％が危険を
感じなかった

週 1回以上が
80％以上

自動運転バス実証調査事業の自動運転バス実証調査事業の
実証運行結果のお知らせ実証運行結果のお知らせ


